
【　会計別予算規模及び補正予算の概要　】

（単位：千円、％）

当初予算額
(A)

前回までの
補正額(B)

現計予算額
(C)=(A)+(B)

6月補正
予算額

(D)

6月補正後
予算額
(C)+(D)

増減率
(D)／(C)

27,630,026 0 27,630,026 109,793 27,739,819 0.4

8,536,317 0 8,536,317 0 8,536,317 0.0

36,166,343 0 36,166,343 109,793 36,276,136 0.3

7,281,137 0 7,281,137 0 7,281,137 0.0

43,447,480 0 43,447,480 109,793 43,557,273 0.3合計（①+②+③）

※公営企業会計（水道事業、下水道事業、工業用水、市民病院会計）は、収益的（３条）支出予算額、資本的（４条）支出予算額の合計額を計上しています。

事業名・内容

一般会計 ①

特別会計 ②

小計 （①+②）

公営企業会計 ③

・今回の補正予算は、一般会計のみです。
・一般会計補正予算（第１号）は、歳入歳出にそれぞれ１億９７９万３千円を追加し、補正後の予算額を
２７７億３，９８１万９千円とするものであり、予算科目の補正内容は、以下の表のとおりです。
・一般会計補正予算は、公益財団法人Ｂ＆Ｇ財団が行う機材支給および機材配備支援金を活用し、災害対応に必要な資機材の
整備を行う防災拠点整備事業や、一般財団法人自治総合センターのコミュニティ助成金を活用し地域におけるコミュニティ活
動に必要な備品等の整備費用に助成するコミュニティ事業が主なものです。また、歳入では、指定ごみ袋の販売価格の引き下
げにより手数料を減額補正しています。

区　　　分

１、予算額の状況

■令和７年度６月補正予算について

備考

令和７年度予算総額
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◎ 一般会計補正予算（第１号）の主要事業　 （単位：千円）

予算額

事業名・内容

9

6

款番号　及び　名称 主な内容　＜既決予算額+今回補正予算額=補正後予算額＞【担当課】

　・コミュニティ事業（地域振興費） < 0 + 5,000 = 5,000 > 　　　　　【まちづくり推進課】
　　一般財団法人自治総合センターが、宝くじの社会貢献広報事業として行うコミュニティ助成事業により、地域が整備
　するお祭りやイベント用品など、地域の行うコミュニティ活動に必要な設備等の購入費用を助成するため補正します。
　　　　●国東町長野区（エアコン、机、イス）　　　　 　　< 0 + 2,500 = 2,500 >
　　　　●武蔵町麻田下区（エアコン、音響機器、テント等） < 0 + 2,500 = 2,500 >

　・コミュニティ事業（防災諸費） < 0 + 2,000 = 2,000 > 　　　　　　【危機管理室】
　　一般財団法人自治総合センターが行うコミュニティ助成事業により、地域が整備する防災活動に必要な設備等の購入
　費用を助成するため補正します。
　　　　●国見町東中区（倉庫、発電機、バルーンライト等） < 0 + 2,000 = 2,000 >

　・防災拠点整備事業   < 0 + 36,500 = 36,500 > 　　　　　　　　　　 【危機管理室】
　　公益財団法人Ｂ＆Ｇ財団が行う機材支給および機材配備支援金により、防災拠点の整備に必要な防災資機材の整備費
　用を補正します。なお、現物支給される油圧ショベル（2台）、スライドダンプ（2台）を除く、防災倉庫や船外機付き
　ゴムボート、トイレカーなどを市で整備します。

8

2
(4,227,551)

51,430
4,278,981

総務費

※予算額欄の上段(　)は既決予算額、中段は今回補正予算額、下段は補正後予算額です。

(1,480,694)
2,500

1,483,194
農林水産業費

　・食品企業連携産地拡大推進事業   < 14,489 + 2,500 = 16,989 > 　　 【農政課】
　　新たな契約栽培に取り組む農業法人への生産経費の補助について、規模拡大に応じた補助上限面積が、5ヘクタール
　から10ヘクタールに改正されたことから必要額を補正します。

　・コミュニティ事業（非常備消防費） < 0 + 1,056 = 1,056 >              【消防本部】
　　一般財団法人自治総合センターが行うコミュニティ助成事業により、消防団の活動に対し必要な雨衣を、消防団全
　38部に2着ずつ配備するため補正します。

　・非常備消防施設・設備整備事業   < 46,277 + 1,287 = 47,564 >         【消防本部】
　   水漏れがみられる防火水槽を修繕するため補正します。

土木費
(2,584,489)

53,520
2,638,009

　・市営住宅解体事業   < 17,160 + 53,520 = 70,680 > 　　　　　　　　【建設課】
　　耐用年数を経過し、老朽化した市営住宅を解体、撤去するため補正します。

消防費
(977,071)

2,343
979,414
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○一般会計補正予算（第１号）の財源

予算額

14
(261,080)

▲9,317
251,763

16
(2,104,885)

2,500
2,107,385

19
(2,765,525)

28,810
2,794,335

21
(551,620)

37,000
588,620

22
(4,058,600)

50,800
4,109,400

市債 ・合併特例事業債(市営住宅解体事業) < 16,300 + 50,800 = 67,100 >

※予算額欄の上段（　　）は既決予算額、中段は今回補正予算額、下段は補正後予算額です。

事業名・内容

使用料及び手数料
・一般廃棄物手数料(指定ごみ袋販売代) < 39,207 + ▲9,317 = 29,890 > 【環境衛生課】
　指定ごみ袋の販売価格を10月1日から改定し、引き下げることから、販売代である手数料を補正します。

　（単位：千円）

款番号　及び　名称 主な内容　＜既決予算額+今回補正予算額=補正後予算額＞

県支出金   ・食品企業連携産地拡大推進事業費補助金 < 8,494 + 2,500 = 10,994 >

繰入金   ・財政調整基金繰入金 < 1,468,107 + 28,810 = 1,496,917 >

諸収入

  ・Ｂ＆Ｇ財団支援金 < 0 + 29,000 = 29,000 >
  ・コミュニティ助成金
    　 長野区備品助成事業 < 0 + 2,500 = 2,500 >
   　  麻田下区備品助成事業 < 0 + 2,500 = 2,500 >
    　 東中区防災用品助成事業 < 0 + 2,000 = 2,000 >
    　 消防団育成助成事業 < 0 + 1,000 = 1,000 >
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